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景
気
情
勢
」
で
は
、
全
国
を
九
地
域
に

分
け
、
各
地
域
の
取
り
ま
と
め
店
か
ら

の
景
気
情
勢
に
関
す
る
報
告
を
集
約
し

て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
冒
頭
で
、

全
国
九
地
域
の
最
近
の
景
気
動
向
を
総

括
す
る
と
と
も
に
、
前
回
報
告
か
ら
の

比
較
を
一
覧
表
と
し
て
掲
載
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
公
共
投
資
、
設
備
投
資
、

個
人
消
費
、
住
宅
投
資
、
生
産
、
雇
用
・

所
得
動
向
と
い
っ
た
項
目
に
つ
い
て
、

各
地
域
の
現
状
評
価
を
詳
し
く
説
明
し

て
い
ま
す
。
な
お
、
全
国
九
地
域
そ
れ

ぞ
れ
の
経
済
金
融
情
勢
は
③
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
②
の
「
地
域
の
視
点
」
で
は
、

景
気
動
向
を
占
う
上
で
の
注
目
点
や
日

本
経
済
の
構
造
変
化
の
動
き
な
ど
、
そ

の
時
々
の
経
済
金
融
情
勢
に
応
じ
て
選

ん
だ
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
本
支
店
が
調

査
・
分
析
し
た
成
果
を
ま
と
め
て
い
ま

す
。
今
回
（
二
〇
一
二
年
一
月
）
の
レ

ポ
ー
ト
で
は
、「
各
地
域
に
お
け
る
最
近

の
雇
用
情
勢
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
業

種
別
に
み
た
最
近
の
雇
用
情
勢
の
ほ
か

に
、
最
近
の
雇
用
面
で
の
特
徴
的
な
動

き
な
ど
に
つ
い
て
整
理
し
て
い
ま
す
。

「
さ
く
ら
レ
ポ
ー
ト
」と
は

　

日
本
銀
行
で
は
、
年
四
回
（
一
月
、

四
月
、
七
月
、
十
月
）、
全
国
三
二
支
店

の
支
店
長
な
ど
が
本
店
に
集
ま
り
、
総

裁
以
下
全
役
員
と
「
支
店
長
会
議
」
を

開
き
ま
す
。
支
店
長
会
議
の
場
で
は
、

全
国
の
支
店
長
な
ど
が
、
経
済
指
標
の

分
析
や
企
業
等
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査

を
通
じ
て
収
集
し
た
情
報
を
も
と
に
、

各
地
域
の
経
済
金
融
動
向
等
に
つ
い
て

報
告
・
討
議
し
ま
す
。
こ
う
し
た
分
析
・

情
報
に
基
づ
く
各
支
店
な
ど
か
ら
の
報

告
を
支
店
長
会
議
に
あ
わ
せ
て
集
約
し

た
も
の
が
「
さ
く
ら
レ
ポ
ー
ト
」（
地
域

経
済
報
告
）
で
す
。

　

日
本
銀
行
で
は
、
経
済
の
構
造
変
化

が
進
む
中
で
、
経
済
・
物
価
情
勢
を
的

確
に
把
握
し
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域

経
済
の
動
向
を
よ
り
き
め
細
か
く
把
握

す
る
こ
と
が
重
要
と
の
認
識
の
下
、

二
〇
〇
五
年
四
月
か
ら
「
さ
く
ら
レ
ポ

ー
ト
」
の
刊
行
を
開
始
し
ま
し
た
（
そ

れ
ま
で
は
、
全
国
一
一
支
店
の
経
済
金

融
動
向
を
ま
と
め
た
「
全
国
一
一
支
店

金
融
経
済
概
況
」
を
公
表
し
て
い
ま
し

た
）。
な
お
、
本
レ
ポ
ー
ト
の
表
紙
の
色

は
、「
日
本
ら
し
く
和
み
や
す
い
」
と
さ

れ
る
「
さ
く
ら
色
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
レ
ポ
ー
ト
の
正
式
名
称
は
「
地
域
経

済
報
告
」
で
す
が
、
こ
の
表
紙
の
色
を

踏
ま
え
て
、「
さ
く
ら
レ
ポ
ー
ト
」
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
米
国
の

中
央
銀
行（
Ｆ
Ｒ
Ｂ
）が
発
行
し
て
い
る
、

地
区
連
銀
経
済
報
告
に
つ
い
て
も
、
そ

の
表
紙
の
色
に
ち
な
ん
で
、「
ベ
ー
ジ
ュ

ブ
ッ
ク
」
と
呼
称
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
さ
く
ら
レ
ポ
ー
ト
」
の
構
成

　
「
さ
く
ら
レ
ポ
ー
ト
」
で
は
、
各
支
店

な
ど
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
報
告
を
、
①
景

気
情
勢
に
か
か
わ
る
部
分
（「
地
域
か
ら

み
た
景
気
情
勢
」）
と
、
②
そ
の
時
々
の

経
済
金
融
情
勢
に
お
け
る
タ
イ
ム
リ
ー

な
ト
ピ
ッ
ク
（「
地
域
の
視
点
」）、
③
全

国
九
地
域
の
金
融
経
済
概
況
、
④
参
考

計
数
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
①
の
「
地
域
か
ら
み
た

日本銀行では、四半期ごとに「地域経済報告」（さくらレポート）を公表し
ています。読者の皆さんが次ページ以降に掲載したさくらレポート（抜粋）
をお読みになる前に、まずはさくらレポートの概要を簡単に説明します。

〜「地域経済報告」（さくらレポート）を読む前に〜

日本銀行のレポートから

「
さ
く
ら
レ
ポ
ー
ト
」

発
刊
の
目
的
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水
準
に
ま
で
復
し
て
き
て
い
る
ほ
か
、
被

災
地
の
一
部
で
も
経
済
活
動
再
開
の
動

き
が
み
ら
れ
る
な
ど
、
全
体
と
し
て
回
復

し
て
い
る
」
と
、
前
回
ま
で
の
動
き
が
現

在
も
継
続
し
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
っ

た
。

　

公
共
投
資
は
、
東
北
か
ら
、「
大
幅
に

増
加
し
て
い
る
」、関
東
甲
信
越
か
ら
、「
増

加
に
転
じ
て
い
る
」
と
の
報
告
が
あ
っ
た

一
方
、
他
の
七
地
域
（
北
海
道
、
北
陸
、

東
海
、
近
畿
、
中
国
、
四
国
、
九
州
・
沖

縄
）
か
ら
は
、「
減
少
し
て
い
る
」
等
と

の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

設
備
投
資
は
、
震
災
後
の
復
旧
関
連
投

資
の
増
加
や
、
新
製
品
対
応
投
資
、
新
規

出
店
に
か
か
る
投
資
増
な
ど
を
背
景
に
、

　

各
地
の
景
気
情
勢
を
前
回
（
一
一
年
十

月
）
と
比
較
す
る
と
、
七
地
域
（
北
海
道
、

北
陸
、関
東
甲
信
越
、東
海
、近
畿
、中
国
、

九
州
・
沖
縄
）
か
ら
、
海
外
経
済
減
速
の

影
響
な
ど
を
背
景
に
、
こ
の
と
こ
ろ
「
持

ち
直
し
の
テ
ン
ポ
が
緩
や
か
に
な
っ
て
い

る
」、
あ
る
い
は
「
持
ち
直
し
の
動
き
に

一
服
感
が
み
ら
れ
る
」、「
足
踏
み
状
態
に

あ
る
」
な
ど
、
持
ち
直
し
の
動
き
が
一
服

し
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

一
方
、
四
国
か
ら
は
、「
生
産
面
で
弱

い
動
き
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
全
体
と
し

て
は
持
ち
直
し
基
調
に
あ
る
」
と
、
前
回

か
ら
大
き
な
変
化
は
な
い
と
の
報
告
が
あ

っ
た
。

　

ま
た
、
東
北
か
ら
も
、「
震
災
関
連
特

需
に
よ
る
押
し
上
げ
効
果
も
あ
っ
て
、
被

災
地
以
外
の
地
域
で
は
震
災
前
を
上
回
る

「
地
域
経
済
報
告
」（
さ
く
ら
レ
ポ
ー
ト
）

二
〇
一
二
年
一
月　
　
【
地
域
か
ら
み
た
景
気
情
勢
】（抜
粋
）

【11/10 月判断】 前回と
の比較 【12/ １月判断】

北海道 一部に厳しさがみられるものの、全体と
しては持ち直してきている

持ち直しの動きが一服し、横ばい圏内で
推移している

東北

震災関連特需による押し上げ効果もあっ
て、被災地以外の地域では震災前を上回
る水準にまで復してきているほか、被災
地の一部でも経済活動再開の動きがみら
れるなど、全体として回復している

震災関連特需による押し上げ効果もあっ
て、被災地以外の地域では震災前を上回
る水準にまで復してきているほか、被災
地の一部でも経済活動再開の動きがみら
れるなど、全体として回復している

北陸 一部に厳しさもみられるが、全体として
は持ち直しの動きが続いている

全体としては持ち直しの動きが続いてい
るものの、一部でそのペースが緩やかに
なっている

関東
甲信越

地域間、業種間のばらつきを伴いつつも、
着実に持ち直してきている

海外経済の減速や円高の影響等から、持
ち直しの動きに一服感がみられている

東海 持ち直している 持ち直しの動きを続けているが、そのテ
ンポは緩やかになっている

近畿 緩やかな回復基調にあるが、海外経済減
速などの影響が一部にみられ始めている 足踏み状態となっている

中国 震災による供給面の制約が解消する中
で、持ち直している 持ち直しの動きが一服している

四国 一部に弱めの動きがみられるものの、全
体としては持ち直し基調にある

生産面で弱い動きがみられるものの、全
体としては持ち直し基調にある

九州・沖縄
個人消費や生産の一部で弱めの動きがみ
られるものの、全体としては、持ち直し
の動きを続けている

海外経済の減速等の影響が生産面で広
がってきており、持ち直しの動きが鈍化
している

（注）前回との比較の「　　」、「　　」は、前回判断に比較して景気の改善度合いまたは悪化度合いが変化し
たことを示す（例えば、改善度合いの強まりまたは悪化度合いの弱まりは、「　　」）。なお、前回に比較し景
気の改善・悪化度合いが変化しなかった場合は、「　　」となる。
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七
地
域
（
北
海
道
、
東
北
、
北
陸
、
関
東

甲
信
越
、東
海
、中
国
、四
国
）
か
ら
、「
持

ち
直
し
」
や
「
増
加
し
て
い
る
」
と
の
報

告
が
あ
っ
た
。
一
方
、
近
畿
か
ら
は
、「
企

業
収
益
が
頭
打
ち
と
な
る
中
、
や
や
弱
め

の
動
き
が
み
ら
れ
る
」
と
の
報
告
が
あ
っ

た
。
ま
た
、
九
州
・
沖
縄
か
ら
は
、「
弱

め
の
動
き
と
な
っ
て
い
る
」
と
の
報
告
が

あ
っ
た
。
こ
の
間
、
複
数
の
地
域
か
ら
企

業
の
業
況
感
に
つ
い
て
、
海
外
経
済
の
減

速
や
為
替
円
高
な
ど
を
背
景
に
、
慎
重
化

し
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

個
人
消
費
は
、
一
部
耐
久
消
費
財
で
駆

け
込
み
需
要
の
反
動
減
が
み
ら
れ
て
い
る

も
の
の
、
消
費
マ
イ
ン
ド
の
改
善
や
被
災

地
で
の
復
旧
関
連
需
要
な
ど
を
背
景
に
、

六
地
域
（
東
北
、
関
東
甲
信
越
、
東
海
、

近
畿
、
中
国
、
四
国
）
か
ら
、「
持
ち
直
し
」

や
「
増
加
を
続
け
て
い
る
」、
九
州
・
沖

縄
か
ら
、「
底
堅
い
動
き
と
な
っ
て
い
る
」

と
の
報
告
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
北
陸
か
ら

は
、「
下
げ
止
ま
っ
て
い
る
」
と
の
報
告

が
あ
っ
た
。
一
方
、
北
海
道
か
ら
は
、「
持

ち
直
し
の
動
き
が
鈍
化
し
て
い
る
」
と
の

報
告
が
あ
っ
た
。

　

品
目
別
の
動
き
を
み
る
と
、
大
型
小
売

店
販
売
額
で
は
、
消
費
マ
イ
ン
ド
が
改
善

し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
背
景
に
、
八
地
域

（
東
北
、
北
陸
、
関
東
甲
信
越
、
東
海
、

近
畿
、
中
国
、
四
国
、
九
州
・
沖
縄
）
か

ら
、「
持
ち
直
し
」
や
「
下
げ
止
ま
り
」

の
動
き
が
み
ら
れ
て
い
る
と
の
報
告
が
あ

っ
た
が
、
北
海
道
か
ら
は
、「
先
行
き
不

透
明
感
か
ら
、
日
常
的
な
支
出
に
対
す
る

抑
制
傾
向
が
う
か
が
わ
れ
る
」
と
の
報
告

が
あ
っ
た
。
乗
用
車
販
売
に
つ
い
て
は
、

供
給
制
約
の
解
消
に
加
え
て
低
燃
費
車
の

投
入
効
果
な
ど
を
背
景
に
、全
地
域
か
ら
、

「
持
ち
直
し
て
い
る
」や「
増
加
し
て
い
る
」

等
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。
一
方
、
家
電
販

売
は
、
ア
ナ
ロ
グ
放
送
終
了
前
の
薄
型
テ

レ
ビ
な
ど
へ
の
駆
け
込
み
需
要
の
反
動
な

ど
に
よ
り
、
全
地
域
か
ら
、「
減
少
」
方

向
の
報
告
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
中
、
旅

行
関
連
需
要
は
、
多
く
の
地
域
か
ら
、「
持

ち
直
し
」
や
「
減
少
幅
縮
小
」
等
と
い
っ

た
報
告
が
あ
っ
た
が
、
北
海
道
か
ら
は
、

「
持
ち
直
し
の
動
き
が
鈍
化
し
て
い
る
」

と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

は
、
多
く
の
地
域
か
ら
、「
高
水
準
の
生

産
を
続
け
て
い
る
」
等
の
報
告
が
あ
っ
た
。

こ
の
間
、鉄
鋼
は
東
海
か
ら
、「
増
加
基
調
」

と
の
報
告
が
あ
っ
た
一
方
、
北
海
道
か
ら
、

「
増
勢
が
鈍
化
し
て
い
る
」、
北
陸
や
中
国

か
ら
、「
操
業
度
を
引
き
下
げ
て
い
る
」

と
の
報
告
が
あ
っ
た
。
な
お
、
電
子
部
品・

デ
バ
イ
ス
と
化
学
に
つ
い
て
は
、
多
く
の

地
域
か
ら
、「
弱
め
の
動
き
と
な
っ
て
い

る
」
等
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

雇
用
・
所
得
動
向
に
つ
い
て
は
、
多
く

の
地
域
か
ら
、「
引
き
続
き
厳
し
い
状
況

に
あ
る
が
、
改
善
の
動
き
が
み
ら
れ
る
」

と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

雇
用
情
勢
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
の

地
域
か
ら
、「
改
善
傾
向
」
と
の
報
告
が

あ
っ
た
。
ま
た
、
雇
用
者
所
得
に
つ
い
て

も
、
多
く
の
地
域
か
ら
、「
下
げ
止
ま
っ

て
い
る
」
等
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

＊
全
文
は
日
本
銀
行
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

http://w
w
w
.boj.or.jp/research/brp/

rer/index.htm
/

　

住
宅
投
資
は
、
七
地
域
（
北
海
道
、
東

北
、
関
東
甲
信
越
、
東
海
、
中
国
、
四
国
、

九
州・沖
縄
）
か
ら
、「
持
ち
直
し
て
い
る
」

等
と
の
報
告
が
あ
っ
た
ほ
か
、
近
畿
か
ら

は
、「
下
げ
止
ま
り
の
動
き
が
み
ら
れ
て

い
る
」
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。
一
方
、
北

陸
か
ら
は
、「
弱
い
動
き
と
な
っ
て
い
る
」

と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

生
産
に
つ
い
て
は
、
海
外
経
済
の
減
速

に
伴
う
輸
出
の
弱
ま
り
な
ど
を
背
景
に
、

ほ
と
ん
ど
の
地
域
か
ら
、「
増
加
ペ
ー
ス

は
緩
や
か
に
な
っ
て
い
る
」
や
「
こ
の
と

こ
ろ
弱
含
ん
で
い
る
」、「
横
ば
い
圏
内
の

動
き
と
な
っ
て
い
る
」
と
の
報
告
が
あ
っ

た
。
こ
う
し
た
中
、
北
陸
か
ら
は
、「
全

体
と
し
て
は
生
産
水
準
が
回
復
し
て
い

る
」
と
い
っ
た
報
告
が
あ
っ
た
。

　

業
種
別
の
主
な
動
き
を
み
る
と
、
輸
送

機
械
は
四
地
域
（
東
北
、
関
東
甲
信
越
、

東
海
、
九
州
・
沖
縄
）
か
ら
、「
増
加
し

て
い
る
」
や
「
生
産
水
準
を
引
き
上
げ
て

い
る
」
と
の
報
告
が
あ
っ
た
一
方
、
中
国

か
ら
は
、「
操
業
度
を
幾
分
引
き
下
げ
て

い
る
」
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。
一
般
機
械


